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展望

チベット仏教におけるジェンダー間の平等を求めて
-ダライ･ラマ､西洋人比丘尼､国際サンガと研究者一

伊藤友美

2007年 7月 18-20日､ ドイツのハンブルク大学において､TheFirst

lnternationalCongressonBuddhistWomen'sRoleintheSangha,

BhikshuniⅥnayaandOrdinationLineages(サンガにおける仏教徒女性

の役割 ･比丘尼律 ･戒脈に関する第 1回国際会議｡以下､本稿ではこの会

議を ｢ハンブルク会議｣と呼ぶ)が開催された｡本会議の主要な目的は､

従来のチベット仏教には継承されていなかった比丘尼 (すなわち具足戒を

備えた女性出家者)からなるサンガ (僧団)導入の可否を検討することに

あった｡この問題について検討するため､世界各国から著名な仏教研究者

および仏教各派において比丘尼を支援する比丘 ･比丘尼の両方が招待され､

2日間にわたって研究成果報告と討論が行われた｡そして､最終日にはチ

ベット仏教の最高指導者であるダライ ･ラマ 14世 (以下､本稿ではダラ

イ･ラマ 14世を ｢ダライ･ラマ｣と呼ぶ)を招き､その判断を仰いだ｡こ

の会議は､研究報告者の大部分が学術機関に席を置く研究者であり､かつ

それぞれが専門とする分野についての研究成果を報告したという点では､

一定の学術性を備えていた｡同時に､これらの研究成果をもとに､ダライ ･

ラマに対して､男性と対等な女性の宗教的権利の認定を求めたという点で

は､社会運動としての性格を併せ持っていた｡とりわけ後者の点では､過

去20-30年にわたって行われてきた仏教におけるジェンダー間格差是正運

動が一つの盛り上がりを見せた会議として､注目に値する会議であったo

筆者は､現代タイにおける比丘尼復興運動について研究報告を行うため､

報告者の一人として､この会議に参加した(1)0

1. 背景

仏教サンガは､インドからアジア各地に拡大し､それぞれの地域で独自

の発展を遂げてきた｡そのいずれにおいても､男性出家者集団である比丘

サンガを中心として展開してきた｡今日まで継承されてきた多様な仏教サ

ンガのうち､中国 ･台湾 ･韓国 ･ベトナムなどの東アジアの仏教には､女
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性出家者集団である比丘尼サンガが伝えられている｡他方､上座部仏教が

実践されてきたスリランカ ･東南アジア地域､そして密教の伝統を受け継

ぐチベット･ブータンなどのヒマラヤ山脈地域からモンゴルにかけての地

域では､比丘尼サンガが欠如した状態が続いてきた(2)｡上座部仏教 ･チベ

ット仏教における比丘尼サンガの欠如は､単に男性のみが比丘として完全

な出家をすることが可能であり､女性が同等の比丘尼として出家すること

が不可能であるということだけを意味するものではなかった｡女性にとっ

て出家者としての地位が欠如していることは､その他の宗教的機会の欠如

を伴っていた｡男性が具足戒を受けて比丘になると､在家仏教徒から高い

尊敬と潤沢な経済的支援を受け､修行や教理学習に専念できるのに対 し､

女性はこれらすべての面において男性と同等の機会が与えられなかった｡

アジアの女性仏教徒の多くは､こうした仏教におけるジェンダー間不平等

を所与の伝統として受け止めてきたといえる｡

いわゆるウーマン･リブの時代を経験した欧米人女性たちが仏教に強い

関心を寄せるようになると､上座部仏教 ･チベット仏教における比丘尼サ

ンガ ･女性の出家機会の欠如は､伝統宗教における女性差別として強い批

判にさらされるようになった｡西洋人女性仏教徒たちは､1960年代以降

の女性運動によって､西洋社会のジェンダ-間関係がより対等なものへと

大きく変化してきたことを実感していたため､女性の地位向上に向けた社

会運動に高い意欲を持っていた｡彼女たちは､比丘尼サンガの復興ないし

導入は､仏教におけるジェンダ-間平等の実現に不可欠なものと考え､女

性も比丘尼になることによって､男性の比丘と対等な宗教的地位や機会を

享受するべきであると社会に訴えるようになった(3)0

やがて､上座部仏教 ･チベット仏教に帰依する西洋人女性の中には､比

丘尼サンガが継承されてきた韓国 ･台湾 ･香港など東アジア仏教のサンガ

から具足戒を受戒し､上座部ないしチベット仏教の比丘と同じ僧衣を着用

して､比丘尼として宗教活動を行う人々が現れた｡1980年代末､こうし

た西洋人女性仏教徒が媒介となって､仏教諸派を横断するグローバルなネ

ットワ-ク､SakyadhitaInternationalAssociationofBuddhiStWomen

が成立した(4)0 Sakyadhita協会は､ほぼ 2年に 1度の頻度で国際会議を

開催し､比丘尼サンガが現代に継承されていない仏教諸派において比丘尼

サンガを復興することを目標の一つとして､世界各地の女性仏教徒に意見
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交換の場を提供している｡

Sakyadhita協会の活動は､アジアの女性仏教徒にも刺激を与えた｡そ

の結果､スリランカ上座部仏教においては､比丘尼サンガの復興が実現し､

現地社会に定着しつつある(5)｡しかし､これまでのところ､タイ､ビルマ､

チベットなどの国でそれぞれの国の宗教的権威とされる比丘サンガの級

織は､系統の異なる韓国 ･台湾などのいわゆる大乗仏教のサンガ (戒脈と

しては法蔵部DharmaguptakaSchoolの四分律 DharmaguptakaⅥnaya

を継承)から具足戒を受戒した女性たちを､自国の伝統的なサンガに属す

る比丘尼として認定していない(6)｡それ故､比丘尼復興運動の現在の目標

は､各国の伝統サンガの全面的支援に裏打ちされた比丘尼サンガの確立な

のである｡

香港 ･台湾 ･韓国などのサンガから具足戒を受けて比丘尼となりチベッ

ト仏教を実践する尼僧たちは､ダライ･ラマに対 して､チベット仏教にお

ける比丘尼サンガの創設を訴え､20年以上にわたって交渉を重ねて来た｡

ダライ ･ラマは､チベット仏教における比丘尼律の戒脈の復興に対 して否

定的なチベット仏教の高僧らに配慮 し､｢自分が独裁者として (チベット

仏教における比丘尼復興を)決定することはできない｣としながらも､仏

教における男女平等な宗教教育 ･実践 ･出家の機会について､深い理解と

共感を示 してきた(7)｡ハンブルク会議主催者の説明によると､1987年､ダ

ライ･ラマは尼僧を比丘尼として出家させないという現在のチベット仏教

の慣行は､ブッダの時代の慣行に反するとして検討を要請した｡これを受

けて､チベット亡命政府が存在するインド･ダラムサラのチベット宗教文

化局は､この問題について広範な研究を重ねた(8)｡そして､ダライ ･ラマ

は､2005年 8月､スイスで開催されたConferenceonTibetanBuddhism

inEurope(ヨーロッパにおけるチベット仏教会議)に臨席 した際､チベ

ット仏教における比丘尼律の復興のために､5万スイス ･フラン (約 500

万円)の資金を提供し､西洋人の尼僧たちが中心となってアジア仏教国の

仏教指導者との意見交換を行い､この件に関する研究を深めるよう提案し

た(9)｡ダライ ･ラマによる資金を元に､ ドイツ人のチベット仏教の比丘尼

JampaTsedroenを中心としたTheCommitteeofWesternBhikkhunis

(西洋人比丘尼委員会)によって準備が重ねられ､今回のハンブルク会議

が実現した(10)0
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2. ハンブルク会議における研究報告 ･討論

今回のハンブルク会議では､チベット仏教の伝統サンガの一部をなす比

丘尼サンガの創設を求めて､アジア･西洋から出家 ･在家の仏教学者とこ

れまで比丘尼復興のための運動 ･儀礼執行などにかかわってきた比丘､比

丘尼､在家の支援者ら約60名が招待された｡会議の第 1･2日目には､集

中的な研究発表が行われた｡研究発表のセッションには､チベット仏教に

限らず､原始仏教における比丘尼サンガの設立､現存する仏教諸派におけ

る比丘尼出家の制度と手続き､比丘尼サンガ･比丘尼律の戒脈に関する歴

史､伝統と現代的要請の間のせめぎあい､現代スリランカ･ビルマ ･タイ

など上座部仏教国における経験､現代中国 ･ベトナム ･チベットなど広義

の大乗仏教国における経験に関するパネルが設けられ､比丘尼出家全般に

わたる内容が盛り込まれていた｡仏教諸派が継承する経典､とりわけ比丘

尼律 (女性が出家の際に継受しその後の僧院生活における生活規範とする

もの)について集中的に検討がなされた｡

律の規定によれば､比丘尼になるための受戒儀礼は､比丘サンガ･比丘

尼サンガの両方が執行しなければならないとされている｡それ故､受戒儀

礼に携わる比丘尼の師が存在しない場合､比丘尼サンガを復興することが

不可能であると断定できるのかについて問い直すことが必要となる｡チベ

ット仏教における比丘尼サンガ創設の方法として､主として次の2つの可

能性が検討された｡

第一の方法は､律の規定に従って､比丘サンガと比丘尼サンガの両方に

よる受戒儀礼を実現するため､今日まで比丘尼律の戒脈を継承している台

湾や韓国などのサンガによって具足戒を受戒し､比丘尼となった上で､チ

ベット仏教を実践するというものである｡この場合､台湾 ･韓国などのい

わゆる大乗仏教のサンガとチベット仏教のサンガに継承されている律が

異 な ってい る点 が 問題 にな る｡ 台湾 や韓 国のサ ンガは四分律

(DharmaguptakaⅥnaya)に従っており､他方､チベットのサンガは根

本説一切有部律 (MQlasarv豆stiv豆daVinaya)を用いている｡四分律の比丘

尼律と根本説一切有部律の比丘尼律は､わずかではあるが戒律の数や項目

が異なっていることが知られている(ll)｡四分律の比丘尼律がそれを実践す

る比丘尼サンガによって受け継がれてきたのに対し､根本説一切有部律の
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比丘尼律はチベットの女性よって実践されることなく､テクストのみが伝

わっている｡

第二の方法として､新参比丘尼となる女性は､比丘サンガと比丘尼サン

ガの両方の戒師によって受戒するのではなく､ブッダの時代に最初の比丘

尼が誕生したときのように､比丘サンガの戒師のみによって受戒するとい

う方法である｡この場合､律に定式化された受戒方法に沿うことにはなら

ないので､この方法による受戒がチベット･サンガのメンバーになるため

の ｢正当｣な手段であることをチベット･サンガが了承することが不可欠

となる｡

これらの点については､比丘尼出家を志す女性たち個人によって､また

Sakyadhita会議等においても､すでに繰り返し研究され､成果報告がな

されてきた｡上述二つのいずれの手段によっても比丘尼出家は可能である

という判断に基づき､ハンブルク会議を主催した西洋人比丘尼委員会の女

性たちも､スリランカの上座部比丘尼たちも､すでに比丘尼出家を実現し

ている｡この会議の課題は､これらの手段による比丘尼出家が ｢正当｣で

あることをチベットの伝統サンガに説得することであった｡報告者の中に

は､現代の女性が比丘尼出家の制度を持つことを許されていないのは､律

の問題ではなく､政治的判断の問題である､という趣旨の発言を行い､会

議参加者の喝采を浴びた報告者も存在した(12)｡第1日日･第2日目を通じ､

いずれの報告においても､比丘尼サンガの復興を否定的に描らえる見解が

述べられることはなく､比丘尼サンガ復興､比丘尼律の戒脈継承 ･再導入

が可能であることが､｢学術的研究｣によって､改めて確認された形とな

った｡会議は､主催者の意図に適い､残すはダライ･ラマによる比丘尼サ

ンガ復興を決定する声明を待つのみであるかのように思われた｡

波紋が生じたのは､第2日目の報告後の､午後 7時以降のセッションで

のことであった｡このセッションでは､本来企画されていた第 2日目の報

告についての質疑応答がキャンセルされ､会議参加者による全体討論が行

われた｡この場において初めて発表者以外の一般参加者が発言の機会を得

ることになった｡参加者の中には､主催者側が招待したチベット人の尼僧

たちだけでなく､チベット･サンガにおける比丘尼復興の問題に関心を寄

せて自ら参加を申し込んだチベット人の尼僧たちも数多く含まれていた｡

このセッションにおいて事実上の司会 ･進行を勤めたチベット学者Janet
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Gyatsoの呼びかけによって､会議に参加しているチベット人尼僧自身が

比丘尼出家についてどのように考えているのか､意見を表明できる場が設

けられた｡この全体討論の場を与えられて､初めてチベット人尼僧が挙手

し､チベット語 ･英語の通訳を介して､自分の考えを述べる機会を得るこ

とになった｡その中には､比丘尼出家を其撃に受け止めようとする意見も

あれば､｢自分たちには足りないものだらけで､比丘尼出家以前にまずは

日々胃袋を満たしたい｣といった意見も述べられた｡その結果､チベット

人尼僧たちが必ずしも一致して比丘尼出家を求めているのではないこと

が次第に浮き彫りにされた｡

翌日にダライ ･ラマを迎えようとする段階になって､チベット人尼僧に

よる否定的 ･消極的発言を受け､主催者側にも､比丘尼サンガ復興を支援

してきた参加者の中にも､困惑が広がった｡会議開催の中心となった

JampaTsedroenの応答を聞く限り､比丘尼サンガの復興はチベット人尼

僧にとって利益になることであり､当然､彼女たちから支持があるはずな

のに､なぜ彼女たちがこの機会を前向きに捉えていないのか､理解に苦し

むようにも見受けられた｡スリランカの比丘尼サンガ復興を熱心に支援し

てきたスリランカ人の女性は､｢今まで努力を重ねてきて､やっとここま

で来たのに､あの尼僧たちは未だにこんなことを言っているのか｡スリラ

ンカでも､かつてはダサシーラマ一夕-の中には同じようなことを言うも

のがいて苦労した｣とひそかに漏らした｡

西洋人比丘尼委員会のJampaTsedroenやKarmaLeksheTsomoらは､

比丘尼サンガ復興の手段として､翌日ハンブルク入りするダライ･ラマに

対して提案する選択肢を絞り込むため､チベット語を交えつつ､会場全体

に対して､重ねて説明を行った(13)｡しかし､総合討論は､西洋人比丘尼委

員会のメンバーが提案 したいずれかの選択肢を選択する方向に議論が展

開せず､最後まで一致した結論に落ち着くことはなかったという｡ 結局､

深夜 12時近くになり､会場のホールを施錠するというハンブルク大学警

備員の要請によって総合討論は散会を余儀なくされた｡

3. 会議最終日のダライ ･ラマ声明

第 3日Elには､ハンブルク大学内の､より大きなホールに会場を移し､
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第 1･2日目の報告者 ･参加者以外の聴衆も加わって､ダライ ･ラマの講

演とダライ･ラマを交えたパネル ･ディスカッションが行われた｡第 1･2

日目の参加者は､主催者側から手荷物を持参しないよう事前の指示を受け

ており､来場 した聴衆は､全員､保安検査を受けたのちに､ホールに着席

した｡警備員が見守る中､ダライ ･ラマは弟子の比丘と西洋人の男性を伴

って舞台脇の入り口からにこやかに登場 し､あたかも聴衆の中に旧知の顔

を探すかのように､額に手をかざして辺りを見回し､聴衆の中に暖かい笑

いの渦を巻き起こした｡午前の部では､歓迎の辞と､ ドイツのルター派キ

リスト教会で最初の女性BishopとなったMariaJepsenによる講演の後､

聴衆の期待が高まる中､ダライ ･ラマが演壇に登った｡ しかし､ダライ ･

ラマは､宗教における女性の役割について､わずかに言及しながらも､比

丘尼出家など､今回の会議における核心的問題にはまったく触れないまま､

午前の部の講演を終え､聴衆の期待は午後の部に持ち越す形となった｡

午後のパネル ･ディスカッションでは､中央にダライ ･ラマ (そしてダ

ライ･ラマのやや後方の座席に同伴の西洋人男性とチベット人の弟子の比

丘が着席｡ダライ ･ラマの英語講演を補佐する役割を担う)と司会の Dr.

TheaMohr､舞台に向かって左手には9名の比丘､右手には9名の比丘尼

の代表が着席した｡壇上に登った比丘 ･比丘尼は､えんじ色､灰色､黄土

色､オレンジ色などさまざまな衣をまとった､チベット､西洋､ベ トナム､

台湾､韓国､スリランカ､タイ出身の僧尼であり､まさしく国際サンガの

様相を呈していた｡パネル ･ディスカッションは､まず中央のダライ ･ラ

マに近い位置に着席している比丘から末席の比丘へ､そして中央の比丘尼

から末席の比丘尼へと順に､チベット仏教における比丘尼サンガの創設を

求めるスピーチが繰り返された｡ダライ ･ラマはうつむき加減にそれぞれ

のスピーチを聞き､全員のスピーチを聞き終えた後に､初めて自身の見解

について､慎重に言葉を選びながら語り始めた｡このときのダライ･ラマ

の言葉を要約すると､次のようになる｡

ダライ･ラマ自身は､すでに 30-40年にわたってチベット仏教における

比丘尼サンガの問題に関心を寄せてきたO数年前､スイスの会議で､数名

の比丘尼にチベット比丘尼サンガ創設の検討を託し､彼女たちが仏教国の

兄弟･姉妹と連絡するための費用を提供 した｡これまで､このような会議

をもつことを夢見ており､こうして仏教諸伝統からの支持を得て､ここに
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実現できたことをたいへん嬉しく思っている｡ここに集まった我々は､中

国仏教の伝統に従って受戒 したチベット仏教の尼僧たちを比丘尼として

受け入れているけれども､チベットの比丘たちは誰も彼女たちを比丘尼と

して受け入れようとしない｡もし (仏教の祖であるゴータマ･)ブッダが

存命しているならば､我々はプッダに比丘尼サンガの再興を求めることが

できるが､ブッダがここにいないために問題が生じている｡もし私 (ダラ

イ･ラマ)がブッダであれば､これを決断できるが､私はプッダではない｡

もし問題が私自身のみに関することであれば､私は独裁者として行動する

ことができるが､この件に関しては､私は独裁者として行動することはで

きない｡私は20-30年にわたって､あらゆる機会にチベットの高僧､学者､

科学者たちに比丘尼戒脈の再興を訴えてきた｡私は一貫して比丘尼戒脈の

再興を支持してきた｡しかし､チベットの学者たちの間には､非常に大き

な抵抗が存在していた｡その抵抗に特段の理由があったとは思えない｡た

だ我々はさらに議論する必要があり､そしていっそうの支持を必要として

いる｡チベット仏教には､すでに中国･法蔵部の戒脈から具足戒を受けた

尼僧が存在 しており､我々はそれらの尼僧を比丘尼として受け入れる0

我々にできることは､3つの主要な僧院活動､すなわちpoFadha(uposatha:
ふ さつ あ ん ご じ し
布薩)(14)､VarFa(vassa;安居)(15)､Prava-rafZa-(pava-rapa-:自窓)(16)を､

法蔵部の戒脈からチベットの戒脈に移し変えることである｡チベット (仏

教)の比丘尼たちがこれらの修行をすぐにでも実行することを推奨する､

とく17)0

このダライ･ラマの発言に対し､壇上に並ぶ比丘･比丘尼たちから､次々

と質問がなされた｡まず､この問題はサンガが決定することであり､ここ

にこうして我々がサンガとして存在しているのだから､我々が比丘尼サン

ガの再興についての決断をすることができるはずだという意見が述べら

れた｡この意見に対し､ダライ･ラマは､次のように応えた｡8世紀にチベ

ットに仏教サンガが確立して以来､チベットで布薩･安居･自窓という3つ

の僧院活動が比丘尼によって行われることはなかった｡すでに今年の安居

の時期も近いので､早速､(チベット亡命政府のあるインドの)ダラムサ

ラに来て､これらを開始すると良い｡比丘たちとは別に､チベット仏教の

比丘尼たちだけで､法蔵部の様式に従って､これらの儀礼を行うことがで

きればすぼらしい､とoまた､壇上の比丘尼の一人は､次のように質問し
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た｡法歳部の四分律を受戒してチベット仏教の比丘尼になった女性たちは､

チベット仏教に伝わる根本説一切有部律を詠唱することになるのか､それ

とも四分律を詠唱するのか｡この質問に対 し､ダライ･ラマに代わって､

左手後方に控えていたチベット人比丘は次のように答えた｡｢現下のご提

言は､比丘尼たちが法歳部の様式に従って儀礼を行うとのことなので､法

歳部の戒脈にある四分律を詠唱するべきである｣､と｡

一通り質問に答えた後､ダライ･ラマは､予め用意していた声明を弟子

の比丘に読み上げさせた(18)｡弟子が声明を読み上げた後､ダライ･ラマは

会議の閉会を促し､退場した｡ダライ･ラマによる比丘尼復興の言明を期

待していた聴衆がざわめく中､客席中央部のチベット人尼僧の一団からは

大きな拍手が巻き起こった｡こうしてハンブルク会議は幕を閉じたのであ

った｡

4. ダライ ･ラマ声明に対する会議参加者の反応

言うまでもなく､ダライ･ラマに大きな期待を抱いていた会議参加者の

間には､この結末に対し困惑が広がっていた｡会議に参加していたベトナ

ム人比丘尼の一人は､｢ダライ ･ラマはなぜチベットの尼僧たちを比丘尼

にしてあげないのか｣と述べ､涙を流していた｡また､別の参加者は､ダ

ライ･ラマが西洋人比丘尼委員会に対し､比丘尼律等に関する調査を命じ

ておきながら､パネル ･ディスカッションに登壇する以前に準備していた

結論を読み上げさせたことに深い憤りを感じ､不満を述べた｡西洋人比丘

尼委員会のメンバーの一人は､これまで数十年にわたって比丘尼サンガの

復興を求め続け､今回､その機運が最高潮に高まったにもかかわらず､再

びその要求が聞き入れられなかったことに深く失望し､これ以上､比丘尼

サンガ復興運動を続けることに対して意欲を失ったという｡参加者の多く

がダライ･ラマの声明に納得がいかない思いを抱えていたにもかかわらず､

多くのチベット人の尼僧たちは､ダライ･ラマの決定を支持し､その結論

を好意的に受け止めていた｡

パネル･ディスカッションから一夜明けた翌朝早く､会議関係者が宿泊

していたホテルの部屋に､会議事務局のDr.TheaMohrから電話連絡が入

った｡ダライ･ラマがもう一度会議参加者に会うことを希望しているとの
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ことであった｡ホテル内の､それ程広くないホールの中に椅子が車座に並

べられ､30名ほどの研究発表者がダライ･ラマを囲んで着席し､2時間ほ

どにわたって､再びダライ ･ラマと会議参加者との間に意見交換が行われ

た｡会議の主催者･研究発表者を前に､ダライ･ラマは静かに語りかけたO

ダライ ･ラマは確かにチベット仏教の最高指導者であるけれども､ダラ

イ ･ラマ一人が決定した事柄に､他のサンガのメンバーが従わなければ､

サンガの中に亀裂が生じ､深刻な事態が生じてしまう｡もし､サンガの主

要なメンバーが合意するならば､ダライ･ラマ自身は喜んで比丘尼受戒を

実現したいと考えている､と述べた｡そしてダライ･ラマは二つの提案を

行った.第一に､2007年の 12月に､サールナ-ト､ブッダガヤーなど仏

教に所縁がある都市あるいはデリーなどのインドの都市において､チベッ

トの主要各派の代表､主要寺院の住職､および仏教国各国の大僧正を招い

て､再び比丘尼復興についての会議を行う､第二に､それらの代表が合意

すれば､チベット仏教において全面的に比丘尼受戒を行う､と｡この会見

においても､いくつかの質疑応答が行われ､ダライ･ラマの考えは前日よ

りもいっそう明確に述べられた｡ダライ･ラマの発言を要約すると､四分

律と根本説一切有部律にはほとんど違いがなく､その違いはわずかに過ぎ

ないのだから､四分律を受戒した比丘尼たちは､チベット仏教の比丘尼と

して根本説一切有部律の実践を行えばよい｡そして四分律をチベット化す

るために､四分律を受戒した比丘尼たちは四分律を中国語からチベット語

に翻訳し､チベット語で四分律を詠唱するように､とのことであった｡ダ

ライ･ラマの表情や言葉の調子からは､比丘尼復興を支持する人々に対す

る思いやりを感じとることができた｡しかし､この会見においても､ダラ

イ ･ラマの基本方針は､前日の声明から少しも外れることはなかった0

この会見の後､出席者の間には再び落胆が広がった｡ダライ･ラマの退

席後､出席者たちは口々に語り合った｡｢ダライ ･ラマが一人で決定でき

ないはずがない｡ダライ ･ラマが命令を下せば､どれほど比丘尼サンガ復

興に反対している比丘でも従わざるを得ないはずだ｣｢そもそも比丘尼サ

ンガ復興に反対しているチベット各宗派の代表や各国の大僧正が､比丘尼

サンガ復興のための会議に参加することすら､ほとんど期待できない｣

｢四分律を受戒した比丘尼たちは､すでに根本説一切有部律を実践し､チ

ベット仏教の比丘尼としての修行を行っているのだから､彼女たちが四分
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律をチベット語に翻訳して詠唱することに､一体､何の意味があるという

のか｡すでにチベット仏教の比丘尼としての宗教生活を送っている彼女た

ちが､根本説一切有部律の読詞､儀礼参加を認められず､いっまでも四分

律受戒にとらわれている限り､チベット･サンガの一員をなす比丘尼とし

て､迎え入れられたことにはならない｣｢この決定は､チベット仏教の中

に､法蔵部 (四分律)比丘尼という新たなセクトを生み出したようなもの

だ｣｢ダライ ･ラマは､法蔵部 (四分律)比丘尼たちを他のチベット仏教
コミュニティと区別し､差別 しているのではないか｣､と｡

しかし､ハンブルク会議の主催者は､会議のウェブサイトに ｢ダライ ･

ラマがチベット仏教における女性の比丘尼出家導入に対し 『全面的支持』

を発表した｣と掲載し､ダライ･ラマの決定を前向きに受け止める声明を

行った(19)0

5. 結びにかえて

今回､ダライ ･ラマが出した結論を総括すると､ダライ･ラマは､チベ

ット仏教の伝統に即して､女性が根本説一切有部律を受戒し､比丘尼にな

ることを認めなかった｡結局､チベット仏教の比丘尼として出家すること

を望む女性が､チベット仏教のサンガから受戒することはできないのであ

る｡また､これまでに法蔵部の四分律を受戒してチベット仏教の比丘尼に

なった女性たちは､四分律受戒という特色によって､チベット仏教コミュ

ニティの他のメンバーとは区別される存在であることが確認され､彼女た

ちは四分律を ｢チベット化｣させた実践を行うことを求められた｡チベッ

ト仏教の中に比丘尼サンガの導入を求める四分律を受戒した女性たちの

多くが西洋人であること､またチベット人尼僧の多くが必ずしも比丘尼出

家に対して積極的な支持を与えていなかったことを考慮すると､今回のダ

ライ･ラマの結論は､チベット人仏教徒の指導者として､チベット人社会

の総意を優先しつつ､西洋人比丘尼たちの熱意にできる限り応えようとし

たものとして理解することもできるであろう｡

また､四分律を受戒したチベット仏教の比丘尼たちに対する布薩･安居･

自志の提起も､ダライ ･ラマの深慮を窺わせるものである｡西洋人比丘･

比丘尼の中には､長期にわたってアジアの僧院社会に身を置き､修行経験
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を重ねた出家者も決して少なくないが､その一方で西洋文化に即した独自

の仏教のスタイルを追求する仏教徒も多数存在 し､西洋社会に生きる比

丘･比丘尼の生活様式は､伝統的なアジアの仏教社会における僧院生活と

は必ずしも一致しない(20)｡一般にアジアの仏教社会では､比丘･比丘尼あ

るいはその他の形態の僧･尼僧として出家すると､少なくとも一定期間､

師僧の権威の下で僧院における共同生活を行いながら､出家者としての訓

育を受けることが修行の出発点となる｡これに対し､西洋社会における仏

教修行では､各個人の内的経験が尊重される傾向があり､個人の自律性が

高い｡ダライ･ラマの提言に従って､四分律を受戒したチベット仏教の比

丘尼たちが､一つのサンガがとして布薩･安居･自窓を実践することには､

単に出家者としての伝統儀礼を忠実にこなす以上の意味が込められてい

るのかもしれない｡1ケ月に2度の布薩､雨季の 3ケ月間にわたる安居､

安居明けの自窓を定期的に行うためには､比丘尼たちは出家者同士の共同

生活が不可欠となる｡宗教実践を中心とした出家者同士の共同生活があり､

師が弟子を受け入れ､訓育していく場が確立してこそ､チベット仏教社会

に伝統的に存在 してきた比丘サンガと同等の比丘尼サンガの導入である

と理解することができよう｡

今回のハンブルク会議において筆者は二つの点が気にかかった｡第一の

点は､会議における研究報告および主催者の問題関心が､比丘尼律のテク

スト･歴史 ･受戒式の手続き的方法に集中しており､現代チベット社会に

おける比丘尼復興に対する態度やチベット人尼僧の見解を総括する研究

報告が含まれていなかったという点である｡タイ仏教における女性につい

て研究している筆者には､亡命チベット人社会の現状についてここで正確

に論述することはできない｡しかし､会議の合間に意見交換を行った数名

のチベット人尼僧の意見を聞く限り､チベット人尼僧および彼女たちの師

に当たるチベットの高僧たちが､女性の比丘尼出家を容認することができ

る段階に未だ達していないことは推測できる｡しかし､仮に､研究者が現

在のチベット仏教界における比丘尼出家に関する意見分布について詳細

なフィールド調査を行い､その結果､現時点ではチベット人社会において

比丘尼出家の実現は極めて困難であるという見通 しを示したとしても､社

会運動の立場にある人々は､文化人類学等の研究が捉える｢現実｣に対し､

挑戦を試み続けるであろう｡
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第二に気がかりだった点は､宗教的伝統が継承するヒエラルヒ-の問題

である｡近代という時代の理念は､垂直な社会構造を批判し､水平で対等

な個人間関係を理想として､さまざまな社会改革を促してきた｡こうした

観点から仏教の僧院コミュニティを眺めると､具足戒を備えた男性の比丘

の優位と､具足戒を受けられない女性の劣位は､改革すべき不当な現実で

ある｡男性と対等な女性の具足戒受戒資格の認定は､一面では､仏教にお

ける女性の地位向上･出家機会の保障という積極的な側面を持っ｡しかし､

アジアの伝統的仏教社会には､ジェンダ-間だけでなく､出家者と在家者､

師弟関係､出家年数の長い長老と出家して間もない新参出家者など､さま

ざまな関係の間に地位のヒエラルヒ-が存在し､その秩序が尊重されてい

る｡理論的には､具足戒を受けた比丘尼は､在家仏教徒や比丘尼としての

地位を享受することなく修行を重ねてきた在来の尼僧たちよりも優位に

立つ｡さらに､比丘尼としての出家年数を重ねるほど､仏教コミュニティ

における彼女たちの地位は高まり､権威は増す｡法蔵部の四分律を受戒し

た西洋人比丘尼たちが､チベットの伝統的サンガの正規のメンバーとして

認定されるということは､彼女たちが既存のヒエラルヒ-秩序の上位に迎

え入れられ､具足戒を受けていない人々がその権威への従属を求められる

ことを意味する｡ 比丘尼たちが認定されるべき地位と権威が高いほど､彼

女たちの存在が脅威と受け止められ､容認しがたいと捉えられるのは､当

然のこととも言えよう｡筆者が知る限り､比丘尼サンガ復興･創設運動は､

ジェンダ-以外の側面では､伝統的仏教ヒエラルヒ-を問題にしておらず､

むしろ既存の秩序の温存を前提とし､女性をその上位の地位から排除して

いることを問題としているoLかし､既存の秩序の中にいる人々にとって

問題なのは､｢女性｣が地位や権力から排除されていることではなく､新

たな権力の脅威なのかもしれない｡伝統サンガの一部としての比丘尼サン

ガの復興･創設が､すべての女性およびすべての仏教徒の利益であるため

には､ダライ･ラマの苦しい決断に示されていたとおり､より広範な支持

が必要であるといえよう｡

(神戸大学大学院国際文化学研究科准教授)
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註

(1)本会議における研究報告は､筆者の報告も含め､WisdomPublicationsから出

版される予定である｡

(2)比丘尼サンガの歴史と戒脈については､以下の研究を参照O[Skilling1993:
1994]､[Clarke2004]｡
(3)[Tsedroen1988a:1988b]､[Tsomo1988:1995;2004]､[Unknown1988a:

1988b:1988C]を参照｡

(4)以下､本稿ではSakyadhitalnternationalAssociationofBuddhistWomenを

｢Sakyadhita協会｣と略称し､Sakyadhita協会が主催する会議 Sakyadhita

lnternationalConferenceonBuddhistWomenを ｢Sakyadhita会議｣と略称
する｡Sakyadhita協会は､1987年､インドのブッダガヤーにて開催されたThe

FirstInternationalCongressonBuddhistNuns(国際仏教尼僧会議)を契機
として成立したO[Tsomo1988.'1999]､[Unknown1988a]を参照O

(5)スリランカ上座部仏教における比丘尼サンガの復興は､スリランカ人女性

RanjanideSilva､ⅩusumaDevendraらの熱意に支えられて実現したといえ
る｡1996年､XusumaDevendraをはじめとする10名のスリランカ人女性が

インドのサールナ- トにおいて韓国サンガから具足戒を受けて比丘尼となり､

スリランカ上座部仏教における比丘尼サンガ復興の端緒となった｡その後､

1998年には､さらに21名のスリランカ人女性が､台湾の仏教団体､備光山主

催の国際受戒式で具足戒を受けて比丘尼 となり､スリランカの有力比丘

Sumangalo師の支援などを得て､比丘尼サンガはスリランカ社会に定着するよ
うになった｡スリランカでは､2004年半ばまでに､約 400名の比丘尼と約800

名の沙弥尼が誕生しているOhttp://www.sakyadhita･srilanka.orgnlistory.
html(更新日不明､アクセス日2007年 11月19Ej)を参照oスリランカ上座

部仏教の比丘尼サンガ復興については､以下のものを参照｡[Bhadra2001]､

[deSilva2004]､[Devendra1988]､[Hdsken2006]､[Li2000]｡

(6)タイでは､ChatsumarnKabilsingh(Dhammanand豆Bhikkhuni)をはじめとす
るタイ人女性が､上座部の比丘尼サンガを復興したスリランカで受戒して比丘

尼となり､タイ上座部仏教における比丘尼サンガの復興･導入を訴えている｡詳

細については､以下の研究を参照｡[Kabilsingh1988:1991b]､[Ito2004a:
2004b:2006]｡
(7)2007年 7月20日午後のダライ ･ラマ声明｡[DalaiLama1988a:1988b]を

参照｡

(8) …Backgroundandobjectives'■inthewebsiteof"ThefirstInternational

CongressonBuddhistWomen'sRoleintheSangha,BhikshuniVinayaand
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OrdinationLineages'■(http://www.congress･on･buddhist･women.org/index.

php?id=3)､更新日不明､アクセス日2007年 8月7日｡
(9)"ConferenceonTibetanBuddhisminEuropeheldinSwitzerlandAugust
13114,2005"inthewebsiteof"WorldTibetNetworkNews",Publishedby
tbeCanadaTibetCommittee,16August2005(http:〟www.tibet.ca/enノ
Wtnarchive/2005/8/16_1.html)､更新日不明､アクセス日2007年8月7日｡
(10)西洋人比丘尼委員会のメンバーとその略歴については､次のウェブサイトを

参照｡"TheCommitteeofWesternBhikkhunis"inthewebsiteof"Ⅵ∋nerable
ThubtenChodron'sHomepage…(http://www.thubtenchodron.org/
BuddhistNunsMonasticLife/the_Committee_of_western二bhikshunis.html)､
更新日2006年 9月 17日､アクセス日2007年 8月7日｡そのメンバーには､

ハンブルク会議主催にあたって中心的役割を果た した BhikshuniJampa
Tsedroen､Sakyadhita協会会長のBhikkhuniKarmaLeksheTsomo､院想の
師として国際的な尊敬を集めているBhikkhuniTenzinPalmoらが含まれてい

る｡

(ll)例えば､以下の文献を参照o[平川 1998]､[Tsomo1996]､[Kabilsingh
1991a]｡

(12)例えば､Jan-UlrichSobisch(Tibetology,UniversityofCopenhagen)の報
告は､こうした見解を示した報告の一つである｡

(13)主催者側は､主として 3つの選択肢を提起した｡第一の選択肢は､根本説一
切有部律を継承するチベット仏教の比丘 (恐らくチベット人比丘を指すものと

思われる)と四分律を継承する大乗の比丘尼 (恐らく台湾､韓国､ベ トナムな

どの比丘尼を指すものと思われる)の二つのサンガによって受戒式を行うとい

うもの､第二の選択肢は､比丘尼サンガの関与なしに､根本説一切有部律を継

承するチベット仏教の比丘サンガのみによって受戒式を行うというもの､第三

の選択肢は､根本説一切有部律を継承するチベット仏教の比丘と四分律を受戒

したチベット仏教の比丘尼 (チベット人も存在するが､その多くは西洋人であ

る)の二つのサンガによって受戒式を行うというものであった｡第-の選択肢

では､新たに比丘尼律を受戒する女性は､二つの異なる伝統に属する比丘サン

ガと比丘尼サンガから受戒することになるので､純粋なチベット仏教の比丘尼

として受け入れられない可能性も存在する｡また､律の詠唱の際に､チベット

語で継承されておりチベット仏教の伝統において耳慣れた根本説一切有部律と､

漢文で継承されている四分律がうまくかみ合わないといった技術的問題も生じ

るというO第二の選択肢は､比丘尼出家の手続きにおいて比丘サンガと比丘尼

サンガの双方の関与を定めた律の規定から逸脱することにはなるが､純然たる

チベット･サンガの一点として比丘尼が迎え入れられるといえる｡ハンブルク

会議の開催に当たった西洋人比丘尼委員会のメンバーの一人からは､第三の選

択肢を推奨する発言もなされた｡

(14)新月 ･満月の日に､比丘 ･比丘尼が律を詠唱し､律に反する行いを告白 ･反

省すること｡

(15)約 3ケ月にわたる雨季の期間､比丘 ･比丘尼が外出を避け､-箇所の僧院に
定住し､集団で修行に専念すること｡

(16)安居の最終日に比丘 ･比丘尼が集まり､安居中に犯した律の違反を告白･反
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省すること｡

(17)このダライ･ラマの発言は､パネル･ディスカッションを録画 した DVD

("panelDiscussion:H.H.theDalaiLamaandothers''.Friday.July20,

2007[1.30･4.00p.孤.],FirstInternationalCongressonBuddhistWomen's
RoleintheSangha,AuditoriumNetzwerk製作･販売) に収録されている｡
(18)このとき､ダライ･ラマの弟子が読み上げた声明は､会議後に報道陣向けに公

開され､その後､ハンブルク会議のウェブサイトにも掲載された｡"Statement
ofHisHolinesstheDalaiLamaonBhikkhuniOrdinationintheTibetan

Tradition,■● inthewebSiteof "ThefirstInternationalCongresson

BuddhistWomen'sRoleintheSangha,BhikshuniVinayaandOrdination
Lineages"(http://www.congress･on･buddhist･women.org/index.php?id=142)､
更新日不明､アクセス日2007年 7月31日｡声明の最後の一文は､原文の英語

では次のように述べられている｡…onethingwecoulddoistotranslatethe

threeprimarymonasticactivities(Po!adha.Var亨a,Prav豆ra申)from the
Dharmaguptalka]lineage into Tibetan and encourage the Tibetan
BhikshunislBhik!uDis】todothesepracticesasaBhikShuniSangha
lBhik!u申Sa血gha]."
(19)"PressRelease:DalaiLamaAn nounces̀FullSupport'for∫ntroductionof
FullOrdinationforWomeninTibetanBuddhism",inthewebsiteof"The
丘rstInternationalCongressonBuddhistWomen'sRoleintheSangha,
BhikshuniVinayaandOrdinationLineages"
(http://www.congress･on･buddhist･women.org/index.php?id=143)､更新日不
明､アクセス日2007年 7月31日｡
(20)例えば､以下の論文を参照｡[Shneiderman1999]､[Gross1999]｡
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